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「立命館大学国際平和ミュージアム」スタディツアーに参加して


髙橋勝己


小雨降る１月末日、京都にある「立命館大学国際平和ミュージアム」を訪問しました。ツ
アーは総勢8名（WFC理事４名、Hiroshima をつ・た・え・る・基礎講座受講者４名）。
JR京都駅で同ミュージアムのボランティアガイドの谷川佳子さんと合流し、彼女の先導で
バスにて衣笠山の麓にある立命館大学へと向いました。谷川さんによると同ミュージアム
は大学発のものでは世界に類を見ない規模と内容とのこと、期待に胸が弾みました。 

先ず訪れたのは、岩国出身の末川博名誉総長の名を冠し、末川先生の遺品展示等がある末
川記念會館。ここで、５歳の時に横川で被爆し、現在は京都原水爆被災者懇談会世話人で
もある花垣ルミさんが私たちを迎えてくれました。 

館内のレストランで昼食、メンバーの自己紹介の後、花垣さんの被爆証言を聞きました。
被爆時の様子、とりわけ三滝方面への避難の際に経験したことが後年になってフラッシュ
バックしたそうです。 

隣接するミュージアムへと移り、まず玄関先で“アンネのバラ”が迎えてくれました。建物
に入ると、居心地のよい広い空間のラウンジが待っていました。東西の壁面には、戦争禍
の過去から明るい未来を表す手塚治虫「火の鳥レリーフ」二枚が光彩を放ち、また印象に
残る「ムッちゃん平和像」が鎮座して迎えてくれました。谷川さんの説明によると、ムッ
ちゃんは結核のため防空壕に一人隔離されたまま、戦争が終わったことも知らずに飢えて
死んでいった少女だそうです。 

続いて、いよいよメインテーマ、“平和をみつめて”の常設展がある地下一階へと向かいま
した。横手に大きな「わだつみ像」を見ながら階段を下ると展示が始まります。この階で
は「十五年戦争」と「現代の戦争」の二つのテーマに分かれて展示。特に前者のコーナー
には、一次史料に基づく膨大な展示、史実に依拠したニュートラルで分かりやすい説明文
があり、感動しました。知らないことをいっぱい発見することができました。 

このミュージアムは、立命館が戦前に軍事色の強い学園であったことを自ら痛烈に反省し
たうえで設立されたものであり、“平和創造の主体者をはぐくむ”とする強い意志が随所に
みられました。 

展示の内容はそれぞれ重く、テーマを列挙しますと、①軍隊と兵士（帝国軍隊の特徴）、
②国民総動員（戦争協力体制）、③植民地と占領地（抗日運動）、④空襲・沖縄戦・原爆、
⑤平和への努力（日本人の反戦運動）、そして⑥戦争責任です。中でも、兵士がかついだ
30㎏にもなる背嚢の重さ、当初、原爆投下の第一順位にあった京都への投下計画（梅小
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路機関区から半径2.4㎞の円）を示す航空写真、抗日スローガン等が強く印象に残りまし
た。 
続いて、二階に上がり「平和創造展示室」を見学しました。ここでは、“戦闘状態がない
ことだけが平和ではない”、を中心テーマに、暴力と平和を考えるコーナーの紹介があ
り、身近にある様々な課題に気づきました。 

隣には、長野県上田市にある戦没画学生の美術館「無言館」/京都館-いのちの画室があ
り、若くして命を落とした画学生たちの作品と向きあいました。 

今回の「立命館大学国際平和ミュージアム」訪問では、学術的知見の上に構築された膨大
な展示物を通して、戦争の愚かさとともに、平和への志向は個人の主体的な行動によって
現実化するということを体感でき、今後の平和活動に向けて大変に有意義なツアーでした 

ガイドをしていただいた谷川さん、花垣さん並びに同行いただいたWFCの理事の皆様に感
謝申しあげます。 

未来へはばたく「火の鳥レリーフ」をバックに、 

左から、仁木さん、渡辺さん、松野さん、三保さん、車地さん、田口さん、高橋、立花さん 
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2019 韓国ＰＡＸレポート


立花志瑞雄  

４月３０日から５月５日まで、ＷＦＣ　韓国ＰＡＸのツアーリーダーとして韓国を訪問し
ました。今回のプログラムを通して感じたことを報告します。 

５月２日、私たちはナヌムの家（日本軍「従軍慰安婦」の方達が暮らしている）を訪れ、
日本人スタッフ矢嶋宰さんの案内で、歴史館を見学しました。その後、イ・オクスンさん
というハルモニ（おばあちゃん）にお会いしました。イさんは、私の謝罪に対して、私が
求めているのは日本政府の謝罪であり、あなた個人の謝罪ではないと言われ、現在の日本
の政権、安倍晋三首相から、謝罪があるとは期待できないと話されました。この言葉には
少なからずショックを受けました。私たち市民には、ハルモニたちに対して、何もできる
ことは、ないのでしょうか。 

ナヌムの家を訪問した同じ日の夜、メンバーの一人、被爆者の松本滋恵さんの被爆証言を
韓国の方達に、聞いていただく機会がありました。証言の後の質疑応答で、一人の韓国の
方から、日本の人たちはアメリカに、原爆投下に対する謝罪を求めないのかという質問が
ありました。松本さんは、日本人がアメリカに謝罪を求めない理由の一つとして、日本人
の水に流すという精神性をとりあげえ、応答しました。私からは被爆者の人たちは、世界
中の誰一人として、自分たちと同じ経験をして欲しくないと考えていることを伝えまし
た。 

日本人は過去の戦争に対して謝罪し、許しを受けていく必要があると思います。ハルモニ
たちは、日本軍「従軍慰安婦」強制連行の事実を認め、日本政府が公式に謝罪することを

求めています（ハルモニたちの要求は七項目あります）。個人の
謝罪は何にもならないとイさんは話されましたが、日本人が今後
もナヌムの家を訪れ、心からの謝罪を続けることによって、いつ
の日にか、ハルモニたちの心の傷が癒され、私たちの謝罪を受け
入れてくれることを願います。それが私たち日本の市民にできる
ことではないかと思いました。 

最後に韓国ＰＡＸを受け入れて下さった平和構築共同体のみなさ
んのあたたかい歓迎、献身的なプログラムへの取り組みに感謝し
ます。今後もこのプログラムが継続し、北東アジアの平和のため
に、寄与することを願って、私の報告としたいと思います。 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韓国PAX研修を通して


キャパー実生  

私は、PAXを通して韓国の若者の平和に対する思い、日韓の歴史的問題、韓国文化を理解
し、体験することを目標としていました。その中でも、日韓の歴史的問題特に慰安婦問題
のことを最初期待していたよりも深く理解することができ、今まで見たことのない視点か
ら学ぶことができたとお思います。 

まず、１日目には日本大使館前で行われた慰安婦問題のデモに参加しました。そこには休
日にもかかわらず大人だけでなく若者が大勢いたことに私はとても驚きました。 

彼らは、大人に言われたから黙って座っている日本の学生とは違い、積極的に呼びかけた
り、歌を歌ったりしていて、正しくないと思うことに対して自らが進んで行動を起こす姿
が印象に残りました。 

二日目には、ナヌムの家に行って、戦争時の日本軍の下で女性たちがされた酷い過去につ
いて学びました。ハルモニの方々から直接話を聞いた時には、博物館で見たことが実際に
今目の前にいる人に起こったのだと考えると涙が出ました。日本の学校に通い、日本の平
和教育を受けてきた私が学校の教科書から学ぶことのなかった韓国側の事実を知ることが
できて、心が痛みました。ハルモニの方々が求めていることは、基本的に謝罪と慰安婦問
題のことを教科書に載せることなのに、日本政府はなぜそれができないのか私には理解で
きませんでした。三日目にあった松本さんの被爆証言とその後あったQ and Aの時に私は
言いましたが、過去の過ちを理解しないと未来の平和は実現できないと思います。 

Copyright © NPO World Friendship Center 2019 All Rights Reserved

無断転載、複製を禁ず 5



三日目の夜にあったQ and Aの時には、日本語と英語の訳をしている時にみんなの思いを
聞くことができて様々な視点から物事を見ることができたと思います。そして、みんな日
本の若者の思い、私たちが受ける平和教育に対し大きく興味を持ってくださって、一生懸
命答えましたが、普段そういう質問を受けるのに慣れていなかったため、自分の考えを全
て伝えることができなかったです。このような研修を受ける機会がある人は多くいないか
らそのぶん自分の意見をしっかりと持ってこの度経験することのできたことを少なくとも
日本での友達や先生方には上手に伝えられるように頑張りたいと思います。 

最終日には、ホストファミリーとココちゃんとオースティンと商店街でお買い物をした
後、ピースビルディングに戻り、みんなで夕食を食べた後に輪になり思い出や印象に残っ
たことを話しました。私はこの研修中私を受け入れてくださった素敵なホストファミリー
と携わってくださった方々にとても感謝しています。 

この経験は一生忘れません。 

今回の韓国PAXを参加して


中村圭吾  

私は今回の韓国PAXに参加してさまざまなことを学び、有意義な日々を送ることができ
た。今回の韓国PAXの参加を通して、従軍慰安婦や日本統治下の韓国について学ぶことが
できた。特に印象的だったことは、四つある。 

一つ目は、二日目の午前に日本大使館前で行われた従軍慰安婦像前でのデモだ。当日は、
メーデーであったためか、たくさんの人がデモに参加していた。特に多かったのは、学生
であった。中には、ジャッキー・チェンの黄色い服を着て、安倍首相の顔写真を貼ったス
ポンジボールのようなもの殴っていたのが、興味深かった。女子学生や子供連れの女性も
参加しており、日本よりも政治に対する関心が強いような気がした。デモでは、ダンスや
歌など楽しそうな演出があり、日本よりも楽しそうなデモだったことが驚きであり、面白
いと感じた。しかし、子供連れのお母さんがデモに参加しているのを見ると「こんな小さ
いときから反日感情を抱くような事をしなくてもいいのではないか」と悲しい気持ちに
なった。また、デモの中に入ると自分は祖国を裏切ったような変な気持ちにもなった。 

二つ目は、ナヌムの家に訪問したことだ。ナヌムの家に併設された従軍慰安婦について歴
史資料館に見学し、従軍慰安婦について学ぶことができた。そこでは、韓国軍の軍人もお
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り、私は、少々緊張した。私が驚いたことは、日本人の従軍慰安婦も存在していたこと
だ。私は、従軍慰安婦といえば、中国人や韓国人というイメージがあったからだ。元従軍
慰安婦の方々とお会いする機会があり、いろいろな話を聞くことができた。一人の元従軍
慰安婦の「自分が従軍慰安婦だった頃には生まれていないから今の日本人は許せる。謝罪
してくれるのはうれしいが今の日本人には、関係ないことだから謝罪されても心は癒えな
い」という言葉が印象的だった。「安倍首相や昭和天皇に謝罪してほしい」という言葉に
どれだけ苦痛を味わったのだろうかと考えさせられた。 

三つ目は、景福宮に行ったことだ。私は、韓国の歴史ドラマが好きでよく見ていた。そこ
で、見ていた歴史建造物を間近で見ることができ、とてもうれしかった改めて韓国の宮殿
の素晴らしさを痛感した。ソウル市内や景福宮は二回目の訪問だったが、以前より、黒人
や欧米人が多いように感じた。韓国もグローバル化したような気がした。 

四つ目は、韓国でのホストファミリーとの交流だ。二日目にはホストファザーにタッカル
ビとマッコリ、三日目には、サルギョプサルと酒をご馳走になった。そのときに、祖父の
話や政治の話をした。ホームステイ先では、韓国の時代劇ドラマや韓国の童謡、韓国の教
育事情について学ぶことができた。ホストマザーとは、中国語を少し、勉強したという共
通点があり、打ち解けたような気がした。四日目の自由行動ではさまざまな助言をもら
い、有意義な四日目を過ごすことができた。 
今回のPAXに参加して、私が電車の乗換えを間違え、迷子になり、さまざまな人に迷惑を
かけてしまったことをこの場で詫びたい。しかし、いろいろなことを学ぶことができ、有
意義なゴールデンウィークを過ごすことができた。カレンからは、南京のサマーキャンプ
に誘われた。ぜひ参加したと思う。ホストファミリーをはじめ、PAXを受け入れた
PEACEBUILDINGの方々、WFCの皆さんにお礼申し上げる。 

今回の韓国PAXに参加した感想


藤本伊織  

今回の韓国PAXは私にとって初めての海外生活であり、初めての異文化交流でした。この
プログラムに参加したことにより私は多くの経験と知識を得ることができました。 

まず始めに、韓国の歴史です。今回のプログラムでは主に慰安婦問題について学びました
が、この学習を通して如何に日本が慰安婦問題から目を背けてきたか、そしてそれに対し
て被害者の方々や遺族の方々がどれほど悲痛な思いを抱いているかを痛感しました。私た
ち日本人がこの問題に関して全く興味を示さず、教育も受けず、まるで他人事のように捉
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えていることは相手に対して非常に失礼なことであるため、両国の関係を良好に築けるよ
うに私たちは今よりも積極的に関心を持ち、解決に近づけるよう政府に訴えかけなければ
いけないと感じました。また、松本さんの被ばく証言の質疑応答の時間では、「何故日本
人は原爆の件を許しているのか」「謝罪は求めていないのか」など日本人と韓国人の思考
の違いを明確に感じることもあり、こういった思考の違いが互いにすれ違いを生じさせて
いる原因でもあると思いました。 

次に、韓国の文化です。これは主にホームステイという特別な滞在により一般的なホテル
宿泊の観光では得られない経験を得ることができました。例えば、手作りの韓国料理や、
地元の方だからこそ知っているお店など、有名な観光地よりもよりローカルで現地の文化
に直接触れられるものです。さらに、食事や観光だけでなく、ホストファミリーや現地の
方々、子供たちとの会話を通して韓国語という新たな言語もほんの少しではありますが身
につけることができました。 

最後に、今回のプログラムに参加して一番良かったと思えることは家族が増えたことで
す。それは私のホストファミリーのことですが、彼らは私のことを初日から温かく迎え入
れてくれ、毎日本物の家族のように接してくれ、最終日には「あなたは私たちの家族だか
ら、韓国に来たときはいつでもうちに泊まればいい。」とまで言ってくれました。 

これらの経験はすべて普通の観光や旅行では決して得られないものであり、たった６日間
という短い期間でしたが、とても濃く有意義な時間で、本当に参加してよかったと思える
プログラムでした。今回このような素敵な機会を与えてくださったWFCの方々や、
Peace buildingの方々に心から感謝しています。ありがとうございました。 
 

韓国PAXに参加して


松本滋恵  

４月30日から5月5日まで韓国PAXに参加しました。この旅行では、通常では参加、訪問
しない所に行き、貴重な経験をしました。 

まず、毎週水曜日、日本大使館前での慰安婦の抗議集会が行われており、５月１日が水曜
日に当たり私たちは参加し、次に、午後、西大門刑務所歴史館に行き、更に２日は日本軍
「慰安婦」歴史資料館を見学し「ナヌルの家」においてハルモニに会いました。それぞれ
旧日本軍の負の遺産です。 
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水曜日抗議集会では、始まる前にメソジストの牧師のメッセージと祈りがありました。韓
国語が分からないので、何を言っているのか分かりませんでしたが、聖書マタイ５章44節
には「敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい」とあるのに、抗議集会にどのよ
うなメッセージをし、どのように祈るのであろうか理解出来ませんでした。 

西大門刑務所歴史館は、日本植民地時代に独立運動家らを収監し、第二次大戦後は韓国政
府が使用した獄舎などを保存公開しています。かつて、拷問と死刑が行われた施設です。 

ナヌムの資料館では日本人の矢島宰さんが、慰安婦問題を初めて抗議、表明した姜徳景さ
んの活動のビデオを見せて下さり、彼女が心理ケアーのため絵を描き、その絵を見まし
た。それぞれの絵は、彼女の心の叫びが表現され、見る者に彼女と共鳴するところがあり
ました。その後、二人のハルモニにお会いしました。二人は同姓同名で歳も同じ93歳との
事でした。一人の方は淡々とした表情で語られましたが、心の根幹には何物にも屈せず、
貫き通す強い信念がある方だと思い、「何がしたいか、何がしてほしいですか」と伺った
ところ「謝罪と賠償だ」と言われました。もう一人の方は屈託のない明るい性格の方でし
た。 

２日の夜、私は謝罪をし、被爆証言をしました。証言の後、質疑応答の時「原爆でひどい
目に会っているのにアメリカに謝罪を求めないのか」と言われ、私は「アメリカ人の多く
は、原爆によって早く戦争を終わらせたと肯定しています。日本には嫌なものは水に流
す、臭い物には蓋をするという諺があり、多くの人は謝罪を求めていません。若い人は日
本とアメリカがかつて戦争したことを知らない人もいます。現在の核は広島に投下した原
爆の4000倍の威力があり、1発落とすと地球上の半分は放射能に汚染されます。人道上、
そのような威力のある物を使用出来ないのに何故保有するのか、核廃絶に向かわなければ
と運動をしています。」と応えましたが、理解していただけたかどうか分かりません。 

韓国には「恨」という文化があり、日本人には理解できないほど憎しみを長期期間持つそ
うです。しかし、キム・ヨン・ウン氏（『社会心理学』1989）は「韓国民は非常に寛大
であり、他人を許し、恨により自分たちの運命を甘受することができる民族である」と指
摘しています。どちらも真実なものと思います。韓国の方が戦争の最高責任者の謝罪を希
求する気持ちは理解できます。しかしもし、後者のほうを支持している人が多ければ和解
の糸口が見えるのですが。現在日韓問題はギクシャクしています。若い人の力でこれから
の日韓問題を解決してほしいと念願します。 
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韓国ＰＡＸに参加して


中田湖々  

私は韓国への派遣を通じて、文化の違いにおどろきました。 

日本と同じアジア国であり、とても近い国にもかかわらず、違いが多くありました。例え
ば食の面では１日の中で必ず家族全員がそろって食べる時間を作り、コミュニケーション
を大切にすることが挙げられます。近年の日本では多くの人が仕事や学校のいそがしさで
家庭内での時間のずれが大きくあり、以前ほどのコミュニケーションがとれてないように
思えます。 

その中で日本と似た文化もありました。例えば、韓国では目上の方への礼儀を大切にしま
す。日本でもそうなのですが、日本との違いとしてはどれだけ仲良くても１歳でも違った
ら、とても丁寧に話さなければなりません。他にも日本が韓国から影響されていることも
あります。例えばＫ－ＰＯＰ。今、日本の若者の間ではＴＷＩＣＥやＢＴＳが流行となっ
ています。 

お互いが文化を共有している中で、まだ日本は過去のことを謝ることができていません。
これからの日本の態度が改められ、両国での絆ができるように、平和について発信してい
きたいと感じました。 

広島を振り返って


ダニー・オットー


過去2年間を振り返ると、私の心は思い出で一杯になり、広島での私の経験について書く
ことは困難です。私たちは多くの素晴しい人々に出会いました。まず第一に、ＷＦＣに関
与し、センターの活動に多大な時間と労力を提供している広島の人々に出会い、また、広
島の被爆の実相について学ぶために、様々な国から来た多くの興味深いゲストたちに出会
いました。時には私たちは二つの世界に住んでいるように思いました。ある時は、世界各
国のゲストたちと一緒に時間を過ごし、朝食を提供してから、バーバラ・レイノルズの話
と、平和と核軍縮のための彼女の仕事について話しました。レイノルズの話をした直後
に、私は英語の授業で、地元のＷＦＣメンバーと会って、広島への爆弾の影響についても
一緒に考えたものでした。できれば、この二つのグループの人々を結びつけられたら良
かったと思います。 
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全ての海外からのゲストたちとの時間を私たちは楽しみましたが、記憶に残る何人かの人
たちがいました。最初の年の2月、あまりゲストで忙しく無い時、私たちはある女性から
一組の男女二人連れのリクエストを受け付けました。急な予約でしたが、彼らが被爆証言
を必ず聞けるように確認を求めました。彼らが到着すると、私たちは一緒に、お茶と会話
の時間を過ごしました。自己紹介の後、女性は、これまでに軍関係者を受け入れたことが
あるかと尋ねました。私は誰も思い出しませんでしたが、軍の人々も歓迎されることを彼
らに保証しました。すると彼女は、男友達に彼の仕事を教えるように促しました。それで
彼は私たちに、アメリカ空軍で現役であり、空軍戦略司令部で勤務し、アメリカの核武装
した爆撃機を目標に導くためのプログラミングの開発を任されたと語りました。彼の仕事
は、爆撃機のパイロットをルイジアナの基地から潜在的な攻撃目標に導くための詳細な
チェックリストを開発することでした。それから彼の友人が言葉をはさみ、新たな核戦争
が発生した場合に何が起こるかを彼に理解して欲しいと思って、彼らは広島とＷＦＣに来
たのだと言いました。 

翌日、二人のゲストはヒバクシャの話を聞き、ＷＦＣガイドと一緒に平和公園を巡って、
原爆資料館を見学しました。夕方、彼と私は夜遅くまで戦争、戦争の脅威、平和の本質に
ついて話し合いました。翌朝、彼らは出発しました。私たちは彼の名前を尋ねませんでし
た。彼は空軍の彼の上司が彼の訪問を知ったら喜ばないだろうと言いました。私たちは二
度と彼らの消息を聞くことはありませんでしたが、私はよく考えます。彼の広島訪問とＷ
ＦＣ宿泊が、ひょっとしたら彼の仕事に対する考え方を変えたのではないかと。 

バーバラ・レイノルズは、ＷＦＣの使命を「一期一会が平和を築く」と設定しました。こ
れは重要な使命であり、空軍の一員との出会いの例は、私たちが個人レベルで真剣な会話
をして人々と触れ合うことができる一例です。私は、このように非常に個人的な方法で平
和の構築に取り組む機会を与えてくれたＷＦＣに感謝しています。 

一期一会


バーブ・シェンク 

2017年の8月に、広島が私たちの家になりました。想像をはるかに超える程の我が家にな
りました。ワールド・フレンドシップ・センターに関係する多くの素晴しい人々が、すぐ
に私たちと仲良くなりました。バーバラ・レイノルズやＷＦＣの使命を学べば学ぶほど、
それは私たち自身の使命となりました。800人位のゲストたちを泊め、1600食以上の朝食
を提供しながらこの使命を共有することで、私たちは、平和は「一期一会」によって築か
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れることを確認しました。美しい街とその周辺を歩き、また自転車で巡りながら、私たち
は、魔法のように爽やかでくつろげる場所を発見しました。今では私たちのＷＦＣの忙し
い２年間のこのような様々な事柄を懐かしく思っています。 

私たちは、文学や歴史を一緒に読んで議論した英語クラスを懐かしく思い出します。こ授
業を通して、私たちは、生徒の皆さんの日常生活や興味、関心、そして広島や日本各地の
特別な慣習や場所について色々多くを学びました。そして私たちはよく笑いました。 

戦争・平和・文化・政治・個人的な経験について話し合ったゲストたちとの朝食が懐かし
く思い出されます。世界中の様々な地域からのゲストが、朝食を取りながら結びつきを深
めあうことは特に満足のいくことでした。時には彼らは再び会うための打ち合わせをしま
した。 

ＷＦＣの理事会メンバーや、私たちをサポートし、何かと活動に参加してくれた多くの
人々の温かい友情を懐かしく思います。清掃、食料の提供、翻訳や編集、不要品の運び出
しと廃棄、ＷＦＣのウェブサイトの更新、ゲストやインターンを医者に連れて行くこと、
塗装、書籍や文書の整理、家具の移動等をしていただきました。 

私たちが日々親しんだ川から、宮島・瀬戸内海、山々、そして多分何よりも三滝の寺々や
山まで、美しい広島を懐かしく思っています。また牡蠣・お好み焼き・その他広島の素晴
しい食べ物も思い出します。 

おそらく私たちの仕事の中で、最もやりがいがあったのは、ゲストと彼らの体験を共有す
る被爆者の証言を目の当たりにしたことでした。ゲストたちは言葉を失うほど感動し、こ
の経験が彼らの人生を永遠に変えたとしばしば語りました。これらのゲストが母国に戻っ
て、被爆者の話を語り伝える影響の大きさを計算することは不可能です。 

広島での2年間、私たちの人生を計り知れない程豊かにしてくれた皆さんに、心の底から
感謝したいと思います。私たちは、皆さんの事や、私たちが共有する使命を決して忘れま
せん。 
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WFC新館長


ロジャー・キャシー　エドマーク


ワールド・フレンドシップ・センターの新館長、
ロジャーとキャシー・エドマークからご挨拶申
し上げます。私たちは広島に来て1か月余りです
が、ＷＦＣで楽しく過ごしています。ＷＦＣの
ボランティアやスタッフの皆様全員に暖かく迎
えていただき感謝しています。 

ロジャー・エドマーク 

私はアメリカ合衆国ノースダコタ州で生まれました。私が1歳になる前に、両親はシアト
ルに転居しました。彼らは私と姉を車に乗せて、暖かい気候とより良い働き口を求めてシ
アトルに向かったのです。1週間もしないうちに父はボーイング社に就職しました。その
22年後に、私もボーイング社で働くことになりました。 

私は小学校からハイスクールまで学校教育の全てをシアトルで受けました。大きくなるに
つれて私は野球が大好きになり、ハイスクールではずっと野球をしていました。私はいつ
もスポーツが好きで（野球、ソフトボール、バスケットボール、ゴルフ、その他）競技や
コーチ、観戦など何でもしました。ハイスクールを終えると、私はシアトルの老人ホー
ム、ノースホームで働いて鍋や釜を洗いました。私はシアトルのワシントン大学に入学し
てからもそこで働き続けました。初めは建築学を学びましたが、最終的には哲学の学士号
を取りました。卒業後、私はボーイング社で主に空力学工学技術の分野で43年間勤めまし
た。私の業務は海外出張が多く、日本の東京には頻繁に訪れました。 

50歳代の時、医者から心臓に雑音があると告げられました。その雑音は大動脈弁の先天的
な心臓欠陥が原因でした。正常で活動的な生活を送りたければ、治療してもらう必要があ
りました。そこで私は57歳の時、不完全な弁を新しい人工弁に取り換える手術を受けまし
た。今では、私の心臓は時計のように働いて、本当に1秒間に1回鼓動しています。私の孫
たちは私の胸に耳を押しあてて、私の心臓の弁の音がドクドクするのを聞くのが好きで
す。これらのことを通じて、人がどれだけ長く生きられるかを保証するものは何もないと
いうことを考えさせられました。ですから、私たちは巡り来る一日一日を大切にしなけれ
ばなりません。 
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キャシー・エドマーク 

私はアイダホ州のトウィンフォールズで生まれました。私の両親は私が4歳の時、教会か
らの招きに応じて宣教師として宮古島に赴任しました。それから11年間、私は途中1年の
シアトルを挟み、日本の宮古、神戸、沖縄に住んでいました。15歳の時、シアトルに戻っ
てハイスクールの最後の2年間を終了しました。ハイスクールの最終学年の時、私もノー
スホームで働き、そこでロジャーと出会いました。そして3年後、私たちは結婚しまし
た。 

結婚してからの最初の仕事は家庭の主婦で、4人の子供たちが全員学校に入るまでずっと
育児にかかりきりでした。その後教会の招きに応えて、宗教教育の指導者として2年間奉
仕しました。それから子供たちが通っている学校区の教育補助員になりました。私はその
学校区で25年間働きました。 

私の特技の一つは裁縫です。私の祖母は私が幼いころから裁縫を習わせました。その他は
型紙の指示で技能を身に付けました。バービー人形の洋服を作って販売したのが私の初め
ての仕事でした。十代の頃には自分の洋服を何着か作りましたし、ウェディングドレスも
自分で作ったのです！　ある時は息子の三つ揃いのスーツも入れて4人の子供たち全員の
衣装を作り、家族写真を撮りました。娘のエイミーのバレー学校のためには、短いチュ
チュも含めて沢山の衣装を縫いました。長女のウェディングドレスと付添人のドレスも私
が作りました。次女は既製品のウェディングドレスのお直しだけで私の面倒を省こうとし
ましたが、私はそれを全部ほどいて作り直しました。1枚の布地を手にして何か綺麗で役
立つものを作り出す時、裁縫は最高に気持ちいい達成感を与えてくれます。今は手の痛み
のため以前ほど縫いませんが、広島に来てからロジャーのワイシャツを手縫いで4枚も手
直ししました。裁縫は役に立つ技能です。 

信仰に導きかれて、私は教会で大変積極的に活動しました。私は人生の殆どを教会の日曜
学校の先生として過ごしました。大抵は子供たちですが、若者たちや成人も教えました。
宗派を超えて聖書研究をする聖書研究同好会は、7年間私の人生の重要な部分を占めまし
た。その頃一時期は、子供たちのためのプログラムでも働きました。2年前に私たちの娘
が、教会のキャンプ・コイノニアのキャンプ・会議センターの給食管理者になり、私に彼
女のボランティア助手にならないかと誘いました。それで約1年間、私たちは半分の時間
はキャンプで、半分の時間はシアトルの北の私たちの家で暮らしました。キャンプは移行
期だったので、ほぼ同時にロジャーがそこの開発ディレクターになりました。 

キャシーとロジャー 

1973年に結婚して2か月後、私たちは別の老人ホーム、ノースアベンで二組の管理人夫婦
のうちの一組にならないかと頼まれて、そこで1年半暮らしました。それが46年間に及ぶ
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ノースアベンとの関係の始まりでした。ロジャーは36年間その理事会の一員で、つい最近
は理事長でした。現在彼は名誉理事です。 

地元シアトルの私たちの教会は、ブレザレン派のオリンピックビューコミュニティ教会で
す。ブレザレン教会はアメリカ合衆国の歴史的な平和主義の教会です。私たちは、ブレザ
レン教会のブレザレン・ボランティア・サービス（ＢＶＳ）でＷＦＣのことを知りました。
私たちは子供たちが小さい頃から教会の活動や指導的な立場に関わってきました。 

私たちの家族は戸外で過ごすのが大好きでした。私たちは子供たちが野外を好むように仕
向けたのではないのですが、たまたまそうなったのです！彼らは皆自然の驚異と美しさが
大好きです！今気に入っている場所は、私たちも一部の所有権を持っているビーチハウス
です。それは我が家から1時間ほど北に行ったところの海岸に建っています。この浜辺の
キャビンで私たちはカヤックを操ったり、浜辺を散歩したり、ハンモックでゆったり過ご
したり、いろんな事をして友人たちや家族と楽しみます。 

キャシーと私にとって、他の人のために奉仕するのは大切な事で、子供たちもまたこの事
に引き込まれました。彼らもまた人生の中で、他人のために奉仕する職業やボランティア
活動を選びました。私たちは15年前にＷＦＣの事を知り、たちまち興味を持ちました。
14年前にロジャーが東京に出張した時にはＷＦＣにも来ました。ＷＦＣに一泊して、広島
の街を探索したのです。私たちの家には額に入った座右の銘が掛けてあり、「神は私たち
の能力や能力の欠如ではなく、求めに応じられるかどうかをお尋ねになります。」と書か
れています。私たちはＷＦＣの仕事に応じられるように準備し、ＷＦＣでボランティア館
長をするようにという神の意思に招かれて、今ここにいます！ここに赴任してまだ短期間
ですが、もう多くの素晴しい人々に出会い、多くの興味深いゲストたちのホスト役を務め
ました。ＷＦＣの使命がいかに重大であるかも分かってきました。それは、特に被爆者の
話を聞いて対話を通じて、人々との一期一会の関係を築くことです。それによって世界中
からの人々に平和のメッセージを伝え、同じ思いを共有できる場所を提供することなので
す。 
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ＷＦＣピース・セミナー活動報告　  

鳥取米子ソーラーパーク見学と揚水発電の旅


渡辺朝香  

10月22日～23日、ＷＦＣピース・セミナーの講師、木原省治さんとその仲間たち総勢6人
の旅に参加しました。 
島根原発を巡る状況、鳥取、岡山にまたがる俣野川揚水発電所の見学、とっとり次世代エ
ネルギーパークの拠点とっとり自然環境館、ソフトバンク鳥取米子ソーラーパーク、米子
水鳥公園・・と様々な場面から生活の知恵を学ぶ旅でした。 

米子から脱原発を目指す土光ひとし市議会議員による学習会は、喫茶「よどえもん」にて
島根原発の所在地クイズから始まる。過酷事故発生時の避難経路など、私たちの日常生活
に最も近いところからの視点は境界のない日本列島全体への問題提起と受けとめる。（Ｐ
Ｓ：ご自宅（淀江町）向かいの空き家を利用した喫茶「よどえもん」コーヒー、ケーキ美
味でした） 

とっとり自然環境館は環境教育の中核施設として運営。圧巻は隣に広がる国内最大級の
（太陽光発電施設）ソフトバンク鳥取米子ソーラーパーク。一般家庭の約12,000世帯分の
年間電力消費量に相当する。とっとり次世代エネルギーパークは、太陽光、小水力、風力
等50を超えるエネルギー施設等で構成。施設、観光地を巡るエコツアーも実施されてい
る。（ＰＳ：自然環境館では除草に一役の3匹のヤギファミリーに川土手の葛の葉を調達
する。ちなみに除草剤は一切使用していないそうだがヤギさんたちは除草というより子ど
もたちに大人気とのことでした） 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米子水鳥公園がある中海周辺は、国内で確認された野鳥のうちおよそ42%の種類が記録さ
れており、約120種類、最大10,000羽以上の野鳥が確認される。西日本最大の野鳥の生息
地のひとつである。 
市民と共に自然を守り育てていく施設として運営されている。 
ボランティア指導員の解説を受けながらしばしバードウォッチングを楽しむ。（ＰＳ：コ
ハクチョウの集団越冬地としては日本の南限となっている。残念ながら食事に出かけてい
る様子で壮観な群れには会えなかった） 

翌朝、今回の旅の主要目的地、俣野川揚水発電所へ向かう。 
このダムは二つのダムの高低差（約500メートル）を利用して120万キロワットの発電を
行う。上池（土用ダム、岡山県新庄村）、下池（俣野川ダム、鳥取県江府町）、両県にま
たがる大規模な施設である。下池より低い位置に地下発電所がありポンプ水車・発電電動
機の回転方向を逆にすることにより昼間の発電と夜間の揚水を行っている。揚水発電とい
うのは、電気の需要が季節や時間・曜日、また太陽光発電の普及で日照によっても変化す
るために、需要量の変動を吸収する役割を持つ。要するに、放電したり蓄電したりする大
きな蓄電池の役目を担っている。 
 
電力の使用が少ない夜間に火力・原子力発電所などで発電した電力を使い、下池の水をく
み上げておき、電力が多く使用される昼間に、消費電力の大きさに合わせて上池から下池
に水を落として発電し、家庭や工場へ送電する。上池から下池に落として発電できる時間
は7時間、下池から上池へ水を上げる時間は10時間かかる。マイナス3時間の損に思われ
るが見えないところで電気の安定供給に貢献している。 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中国電力には俣野川発電所の他、岡山県に新成羽川（しんなりわがわ）３０万３千キロ
ワット、広島県に南原（なばら）６２万キロワットの揚水発電所がある。 
（ＰＳ：相互作用によるバランス発電の仕組みは面白い発電方法と思った。山々に囲まれ
た発電所の周囲は紅葉が始まっていた。猿、鹿、猪、時には熊とも遭遇するとか・・地下
発電所は工事中で見学できず残念だった） 

パンフレットに書かれている「豊かな自然の宝庫鳥取」のキャッチフレーズ。 
鳥取県が試行錯誤しながら向かい合っている自然、環境への取り組みは次世代へ伝わって
いく「生きる」テーマとなっていくように思いました。 
私たちの、これからの活動に様々なカタチで応用していく学習の旅となりました。 

お天気にも恵まれて、行き道は、宍道湖展望台にて道の駅「たかの」で調達したそれぞれ
のお弁当をシェアしながら和やかな時を過ごし、日本海に面した「うなばら荘」に宿泊。 
温泉と美味しい食事に預りおしゃべりも弾んで元気を充電いたしました。 
帰り路は国営備北丘陵公園内をドライブ。大きなイベントの後でコスモス畑は見ることが
出来ずに残念でした。園内で昼食の後は、三次ワイナリーで買い物して帰途につきまし
た。 
 
木原省治さま、 
企画から準備、運転手そして細やかなご配慮に参加者一同、心よりお礼申し上げます。 
原稿を書くにあたり、参加者皆さんのメールを参考にさせていただきました。 

ワールド・フレンドシップ・センターでの広島体験


ヨヴァナ・ミロセヴィク  

短い間でしたが、日本の広島でワールド・フレンドシップ・センターに滞在したことは私
の人生の中でもちろん最高に幸運なことでした。ワールド・フレンドシップ・センターで
1か月半暮らして、私は全く異なる文化に遭遇し、全ての場所で驚きを体験しました。私
は毎日、センターでの平和、思いやり、親切などについての話し合いや現在の世界の問題
についての討論に加わる事ができました。私は非常に多くの講演にも出席しました。それ
は具体的な広島の歴史についてだけでなく、時が経つにつれてそれがどのように報道され
てきたのか、現在の核兵器保有状況はどうなっているのか、どの国が核弾頭を持ち、どの
国が持たないのか、現在のイスラエルとパレスチナの問題や、福島原発事故が現代の政治
に与えた影響などでした。 
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この様な心をとらえる社会的な意味のある講義に加えて、私は1945年8月6日に何が起き
たのかについての話も数回聞きました。私はその日を生き延び、その後の人生を歩んでき
た人々と対話することができました。私はＷＦＣ全体から発散する立ち直る力と愛を明白
に感じました。今は帰国していますが、それが私に取って最も強い思い出の一つです。 

ヒバクシャは世界で一番恐ろしい残虐さに直面したにも関わらず、一瞬一瞬を平和に集中
して生活しています。彼らは人生を平和の普及に捧げてきましたが、これは誰もが軽視す
べき感情ではありません。このような激動の政治時代に積極性と未来への希望を見つける
のは困難なのに、ＷＦＣの人々はこれを彼らの目的にしています。私は常にＷＦＣに触発
されてきましたが、私の将来の夢は私たち全員が（私も含めて）積極的に平和を主張する
責任を負うことです。私はワールド・フレンドシップ・センター、彼らの英語の授業、素
敵なメンバー、そしてこの夏に私が経験した全ての意義深い経験に感謝致します。 
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WFCインターンでの感想


ナタリー・クカ  

5月の終わりに、WFC理事の一人である立花さんが、在日韓国人の歴史ある地域の社会館
訪問に私を招いてくれました。それは、私の日本研究で興味ある分野の一つでもありまし
た。立花さんは、その社会館でのデイサービスで仕事をされていたことがあったので、社
会館の館長の施設案内とその歴史を伝えて下さる機会を作って下さいました。その案内で
私の興味はふくらみ、その施設で一週間奉仕させていただくことを申し出ました。施設で
初めての金曜日は少し大変でした。誰も英語をしゃべらないので、非常に緊張しました
し、私の日本語力に頼るしかありませんでした。私は、放課後の講習で、小学校1年生と3
年生を担当しましたが、彼らと日本語でうまく意志の疎通がとれないことが度々あったの
で、とても緊張していました。子どもたちのほとんどは、私の出現にとても驚き、多くの
生徒たちは私が日本人かと尋ね、私がアメリカ人というと、さらに驚いたようです。子供
たちは、私に近づくときはとてもはにかみ、「外人？」あるいは「よそ者？」と、小さな
グループでささやきました。徐々に、女の子のグループが、私の周りでくつろぐようにな
り、私の金髪にさわったり、青い目をじっと見つめながら、私の家族や飛行機旅行につい
ていろいろな質問をし始めました。施設での二回目の金曜日には、もっとゆとりができ、
すべての人や物事が目に見えてうまく行くようになりました。私は、ずっと気楽に日本語
を話していたようにさえ思いました。確かに、生徒たちは小1、小3でしたが、彼らの早口
広島弁に対する私の理解力は、著しく上達していました。 

更に、5月と6月の第三木曜日には、研修仲間のヨヴァナ、館長のバーブとダニー、そして
数人のWFC理事たちと被爆者養護ホーム（むつみ園）で奉仕しました。むつみ園での最
初の日は、ヨヴァナと私二人共が、ステージの上で日本語による自己紹介ができ、地域の
アマチュアグループのハワイアン・フラダンスを観ることができて、楽しかったです。6月
には、WFC理事長の美智子さんから、養護老人ホームの人達の為にささやかな出し物を
用意してほしいと頼まれました。当然ながら、ヨヴァナと私は、すべての年齢の人々が楽
しめるビンゴゲームをすることに決めました。私達は、勝った人のための景品を三つ用意
し、日本語の数字を大声で叫びながら、勝った人を喝采するのがとても楽しかったです。
おばあさんたちは、景品など期待していなかったので、勝った人がWFCのボールペンを取
得した時は非常に興奮していました。 

ヨヴァナと私は、広島にいた5週目に、重要な任務を委ねられました。館長達が週末に休
暇を取ることになっていたので、ヨバヴァナと私に任務が託され、私達の能力に対する館
長達の信頼を非常に光栄に思いました。バーブとダニーは土曜日の朝出発し、ヨヴァナと
私はすべて自分たちの力で9人全員の朝食を用意しました。幸いにも、母親の美怜さんと
一緒に来たレオナとマイラがその週末の演技の為にWFCに滞在していて、私達の不安を解
消し、責任者としてのいくらかの重圧を取り去る手助けとなりました。私達は、問題なく
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朝食を用意することができ、朝食の間、カリフォルニアからのゲストと信じられないほど
素晴らしい会話のやり取りをしました。このゲストグループののんきな性格が皆を非常に
ホッとさせるものがあり、私達は何の問題もなく任務を果たしながら、週末の時をずっと
過ごすことができました。グループの被爆者証言を担当した壮さんが、彼の手作りうちわ
と彼の所有する桜の木で作った手細工の木製鉛筆をプレゼントしてくれました。彼の寛大
さは、WFCですべての人がみせてくれるあらゆる思いやりと寛大さの良い例となっていま
す。ヨヴァナと私は、WFCの理事を私達の優しいおばあさんと呼ぶようになりました。と
いうのは、その人達はいつも面白い会話で私達を甘やかし、果物や甘いものを持ってきて
くれました。 

月曜日と火曜日の修道大学に加え、水曜日にはWFCの英語クラスに加わりました。毎回の
クラスで生徒さんたちが発表する熟練した流暢さに、私は非常に感銘を受けました。その
クラスは、生徒さんの中の一人が、たいていは、戦後の広島の歴史とかメンバーの家族の
原爆投下時の経験などを含むお話を英語で発表することで始まります。このクラスはとり
わけお茶を出す休憩時間を必ず取り、お互いにお菓子を分かち合います。つぎの半分の時
間は、復興に奮闘した元広島市長、浜井信三の自叙伝を英語で読みます。このやり方は、
特に生徒さん達が新しい単語を記億し、理解するのに非常に効果的だということ発見しま
した。事実、私は、このやり方に非常に刺激を受け、二冊の日本語版の本を買い、自分で
翻訳してこれらの本を読もうと思っています。 

ヨヴァナと私は、10人の被爆者証言を聞くという信じられないほど素晴らしい機会を与え
られました。これらの証言は、73年前の同じむしむしする8月初めの朝を詳しく述べます
が、各々の被爆者の経験とその人たちが立ち向かった災害や教訓は違った形で、すべて明
らかにされました。彼らの力強い心動かすお話は、反核運動への大切さを私に強く気づか
せました。高校で第二次大戦の太平洋戦区について学んでいた時、広島・長崎の原爆投下
はアジアでの10年に及ぶ戦争に終結をもたらすのには選択の余地がないほど必要であった
と思い込んでいました。歴史のクラスでの話し合いの間、アメリカ政府側の考えすらとっ
ており、原爆投下は必要だったとはっきり述べておりました。ほとんどのアメリカ人に
とっての本当の問題は、日本との戦争終結に対する教育には、信じられないくらいの偏見
があったということです。日本国民は、アメリカ軍進行の際は、女性や子供たちが、竹や
りでアメリカ兵士を攻撃するというように、天皇や軍国主義政府に対して猛烈に忠実で
あったと表現されています。アメリカは、数百万の若いアメリカ人の命が日本との戦いで
失われたかもしれないので、広島と長崎は、日本全体で同じ目に合うという見せしめであ
ると主張しています。歴史の教科書の中には、アメリカが日本進駐以前の数か月、多くの
大都市へ爆撃を行ったことについて、あまり述べられていません。これらの爆撃中、教科
書がアメリカの力の実証として指し示しているような広島・長崎と似た状況にいたるま
で、何百ものB24とB29が都市を破壊し尽くしました。爆撃と原獏投下の違いは、後者
は、多くの爆弾ではなく、一つの爆弾によってなされました。これらの歴史の本は、アメ
リカ海軍が、市民と兵士のための貴重な資源の輸出入を妨げる為に、日本を完全に封鎖し
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ていたことを述べていません。学生たちは、田舎で食料や他の資源を得るために動員さ
れ、起こりうる侵攻を竹やりで阻止するためにしばしば訓練されましたが、原爆投下の時
には、日本は餓えに苦しんでおり、女性や子供たちは栄養失調で死にかかっていました。
その上、放射線の悪影響による知られざる荒廃状態は別として、原爆投下による物理的打
撃は、爆撃された日本の30の他の大都市の被害とほとんど同一です。　私は学びました
が、広島・長崎の原爆投下は、私達の歴史の本が主張しているほど、日本の敗北の決定的
要因ではではありませんでした。影響があとから出てくる放射線は、核戦争と原爆被害の
最も悲惨な結末です。 

被爆者と戦後の日本人の立ち直る力に、私はとても感銘を受けました。爆撃とその結果は
悲惨でありましたけれども、生存者たちは皆生き続けるための物や人を見つけることが出
来たために、生き残ることができました。そのような廃墟は、生存者にとっては重大な影
響を持ちましたが、彼らの全てを奪うことなく、彼らの人となりや生き方を創造するもっ
と多くの要素がありました。すべての被爆者は、世界規模の平和と完全な非核化を強く望
み続けております。彼ら自身の被害を埋め合わせるためではなく、核兵器や核による惨事
がもたらす避けがたい破壊により、より多くの人々や、多くの罪のない人々が苦しむこと
がないようにするためにです。 

広島での最後の週になると、広島がとっても好きになったヨヴァナと私は二人とも、帰国
することを考えたくありませんでした。ここであった人達はいつまでも変わらない感銘を
与えてくれました。そして、私達がここで学んだ歴史は、アメリカに帰った時、地域社会
での積極的な平和活動へと私達を促し続けるでしょう。　私はこの研修期間にとても成長
しました。そして、叶えてもらえた機会にたいして永久に感謝し、これを無駄にしないよ
うに一生懸命活動するでしょう。 
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